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(57)【要約】
制御および管理シグナリングに関連する方法、装置、お
よびシステムが開示される。無線送受信ユニット（ＷＴ
ＲＵ）は、制御および／または管理シグナリングを、無
線ネットワークを介して、第２のＷＴＲＵと交換するこ
とができる。無線ネットワークは、例えば、ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｃ、またはＩＥＥＥ８０２．１１ａｄなど
の技術に基づくことができる。制御および／または管理
シグナリングは、電力制御、時間および／もしくは周波
数同期、リソース割り当て、チャネル状態情報（ＣＳＩ
）フィードバック、ビームフォーミング、リンクアダプ
テーション、マルチチャネル送信、マルチユーザ多入力
多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、ＷＴＲＵグループ割り当て
、または他の機能などの機能に関連することができる。
制御および／または管理シグナリングは、媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）フレーム、および／または他のメッセー
ジを使用して、実行することができる。



(2) JP 2013-511217 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において使用する方法であって、
　第１の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームを、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０
２．１１ａｄネットワークを介して、第２のＷＴＲＵに送信するステップであって、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、前記第２のＷＴＲＵと通信を同期させるための要求で
あり、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、１つまたは複数の制御パラメータを含み、
　　前記１つまたは複数の制御パラメータは、時間同期パラメータを含む、
　送信するステップと、
　第２のＭＡＣフレームを、前記ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄネットワークを介して、前
記第２のＷＴＲＵから受信するステップであって、前記第２のＭＡＣフレームは、前記第
１のＭＡＣフレームに応答したものである、受信するステップと、
　前記１つまたは複数の制御パラメータに基づいて、前記第２のＷＴＲＵと、前記ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ａｄネットワークを介した通信を同期させるステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記１つまたは複数の制御パラメータは、周波数オフセットパラメータを含むことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＭＡＣフレームまたは前記第２のＭＡＣフレームは、アクションフレームで
あることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のＷＴＲＵは、アクセスポイント（ＡＰ）であることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　第１の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームを、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０
２．１１ａｄネットワークを介して、第２のＷＴＲＵに送信することであって、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、前記第２のＷＴＲＵと通信を同期させるための要求で
あり、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、１つまたは複数の制御パラメータを含み、
　　前記１つまたは複数の制御パラメータは、時間同期パラメータを含む、
　送信することと、
　第２のＭＡＣフレームを、前記ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄネットワークを介して、前
記第２のＷＴＲＵから受信することであって、前記第２のＭＡＣフレームは、前記第１の
ＭＡＣフレームに応答したものである、受信することと、
　前記１つまたは複数の制御パラメータに基づいて、前記第２のＷＴＲＵと、前記ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ａｄネットワークを介した通信を同期させることと
　を行うように構成された送受信機
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項６】
　前記１つまたは複数の制御パラメータは、周波数オフセットパラメータを含むことを特
徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記第１のＭＡＣフレームまたは前記第２のＭＡＣフレームは、アクションフレームで
あることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記第２のＷＴＲＵは、アクセスポイント（ＡＰ）であることを特徴とする請求項５に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
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　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において使用する方法であって、
　第１の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームを、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０
２．１１ａｃネットワークを介して、第２のＷＴＲＵから受信するステップであって、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、リンクアダプテーション情報を求める要求である、
　受信するステップと、
　前記第１のＭＡＣフレームに応答して、第２のＭＡＣフレームを、前記８０２．１１ａ
ｃネットワークを介して、前記第２のＷＴＲＵに送信するステップであって、
　　前記第２のＭＡＣフレームは、ヘッダを含み、
　　前記ヘッダは、制御フィールドを含み、
　　前記制御フィールドは、超高スループット（ＶＨＴ）リンクアダプテーション情報を
含む、
　送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記ヘッダは、超高スループット（ＶＨＴ）制御情報が前記ヘッダ内に含まれることを
示すフィールドを含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＶＨＴリンクアダプテーション情報は、前記ＷＴＲＵによって使用されるＶＨＴ変
調符号化セット（ＭＣＳ）を示す情報を含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＶＨＴリンクアダプテーション情報は、前記ＷＴＲＵのＶＨＴデータレートを示す
情報を含むことを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のＭＡＣフレームは、データフレームまたは管理フレームであることを特徴と
する請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のＭＡＣフレームは、制御フレームであることを特徴とする請求項９に記載の
方法。
【請求項１５】
　前記第２のＭＡＣフレームは、制御ラッパフレームであることを特徴とする請求項１４
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　無線通信システムでは、システム内のデバイス間で調整を行うために、制御および管理
シグナリングを使用することができる。例えば、制御および／または管理シグナリングは
、システム内の他のデバイスとの通信をいつどのようにデバイスに許可するかを知らせる
ために、使用することができる。新しい無線通信システムが開発される場合、それらは、
マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、リンクアダプテーション、時間同期、マ
ルチチャネル並列送信／受信、変調符号化、および／または他の機能に対する新しいアプ
ローチを含むことができる。
【発明の概要】
【０００２】
　しかしながら、多くの無線通信システムは、これらの機能に関連する制御および管理シ
グナリングを実行すべき方法に十分に対処していない。したがって、制御および管理シグ
ナリングに対する新しいアプローチが必要とされている。
【０００３】
　本明細書では、制御および管理シグナリングに関連する方法、装置、およびシステムが
開示される。無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、制御および／または管理情報を、無線
ネットワークを介して、第２のＷＴＲＵと交換することができる。無線ネットワークは、



(4) JP 2013-511217 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

例えば、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａｃ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ
ｄ、または他の技術などの技術に基づくことができる。制御および／または管理情報は、
電力制御、時間および／もしくは周波数同期、リソース割り当て、チャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ）フィードバック、ビームフォーミング、リンクアダプテーション、マルチチャネル
送信、マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、ＷＴＲＵグループ割り当て、なら
びに／または他の機能などの機能に関連することができる。制御および／または管理情報
は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレーム内に、および／または他のメッセージ内に含め
ることができる。制御および／または管理情報は、超高スループット（ＶＨＴ）制御フィ
ールド内に含めることができる。制御および／または管理情報がＭＡＣフレーム内に含ま
れる場合、この情報は、ＭＡＣフレームのヘッダまたは本体内に含めることができる。
 より詳細な理解は、添付の図面を併用して、例によって与えられる、以下の説明から得
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】超高スループット（ＶＨＴ）制御情報を伝達できる、例示的な通信システム１０
０を示す図である。
【図２】ＶＨＴ制御情報を伝達するために使用できる、例示的なＭＡＣフレームを示す図
である。
【図３】ＶＨＴ制御情報を伝達するために使用できる、例示的なＭＡＣ制御ラッパフレー
ムを示す図である。
【図４】ＶＨＴ制御情報を伝達するために使用できる、第２の例示的なＭＡＣ制御ラッパ
フレームを示す図である。
【図５】ＶＨＴ制御情報を伝達するために使用できる、さらなる例示的なＭＡＣアクショ
ンフレーム５００を示す図である。
【図６】ＶＨＴ制御情報を伝達できる、第２の例示的な通信システムを示す図である。
【図７】例示的なアクセスポイント（ＡＰ）と例示的な無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
とを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　図１は、超高スループット（ＶＨＴ）機能および関連する制御シグナリングを実施でき
る、例示的な通信システム１００を示す図である。通信システムは、アクセスポイント（
ＡＰ）１１０と、２つの無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）（ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＷ
ＴＲＵ　Ｂ１１４）と、１つまたは複数の外部ネットワーク１３２とを含む。
【０００６】
　ＡＰ１１０は、無線データを、エアインタフェースを介して、ＷＴＲＵ　Ａ１１２およ
びＷＴＲＵ　Ｂ１１４と交換することができ、それによって、基本サービスセット（ＢＳ
Ｓ）１１８を形成する。１つまたは複数の外部ネットワーク１３２は、例えば、インター
ネット、１つもしくは複数の私設有線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、１つもし
くは複数の公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、１つもしくは複数のセルラコアネットワーク、
および／または他の任意のタイプの有線もしくは無線ネットワークを含むことができる。
外部ネットワーク１３２からデータを受信するため、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、エアインタ
フェースを介して、ＡＰ　１１０と通信することができ、ＡＰ１１０は、外部ネットワー
ク１３２と通信することができる。ＷＴＲＵ　Ｂ１１４も、同様の方法で、外部ネットワ
ーク１３２と通信することができる。
【０００７】
　ＡＰ　１１０、ＷＴＲＵ　Ａ１１２、およびＷＴＲＵ　Ｂ１１４によって実施されるエ
アインタフェースは、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０
２．１１ｂ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ　８０２
．１１ａｃ、および／またはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄ技術などの技術に基づくことが
できる。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃおよびＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄは、マルチユー
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ザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、マルチチャネル送信／受信、および／または他の機
能などのＶＨＴ機能の使用を含む技術である。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄは、６０ＧＨ
ｚ帯域における無線通信について記述しており、一方、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃは、
６ＧＨｚ未満の周波数における無線通信について記述している。ＷＴＲＵ　１１２、１１
４は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃおよび／またはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄにおいて
規定された機能などのＶＨＴ機能を使用して、ＡＰ１１０と通信することができる。以下
でさらに詳細に説明するように、ＷＴＲＵ１１２、１１４は、これらのＶＨＴ機能に関連
する制御情報のほかに、他のＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃおよび／またはＩＥＥＥ　８０
２．１１ａｄ機能も含むメッセージを、ＡＰ１１０に送信する／から受信することができ
る。本明細書で使用する場合、「ＶＨＴ制御情報」という用語は、ＩＥＥＥ　８０２．１
１ａｃまたはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄ技術に基づいた無線ネットワークにおいて使用
される機能などの機能の制御および管理に関連する情報を含むが、それに限定されない。
【０００８】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、送信電力制御に関連するＶＨＴ制御情報を交
換することができる。ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、最大、最小、現在、または
瞬間送信電力情報、送信電力のレベル変化またはステップ変化についての情報、チャネル
および／または帯域幅構成に関連する周波数情報、測定についてのタイムスタンプおよび
タイマ、情報有効性についてのタイマ、ならびに／または電力もしくは電力パラメータを
変更する時刻などのタイミング情報、あるいは許可されたチャネル、帯域幅、および／ま
たは電力レベルを記述する規制情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わせを含む
情報を送信することができる。ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ＡＰ１１０に、送信電力制御情報
を求める要求、リンクマージン測定情報（リンクマージンは、受信信号電力とＷＴＲＵ　
Ａ　１１２もしくはＡＰ１１０が要求できる最小電力の比率であり、受信信号は、チャネ
ル状態、干渉、および／もしくはデータレートに基づいて決定される）、または経路損失
測定情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わせを含む情報を送信することができ
る。送信電力制御情報は、ＭＵ－ＭＩＭＯの状況下、または他の任意の適切な状況下では
、ＡＰとＳＴＡの間で交換することができる。
【０００９】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、受信電力制御に関連するＶＨＴ制御情報を交
換することもできる。例えば、ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、チャネルおよび／
または帯域幅構成に関連する周波数情報、測定についてのタイムスタンプおよびタイマ、
情報有効性についてのタイマ、ならびに／または電力もしくは電力パラメータを変更する
時刻などのタイミング情報、許可されたチャネル、帯域幅、および／または電力レベルを
記述する規制情報、あるいはエネルギー検出、キャリアセンス、およびクリアチャネル評
価（ＥＤ／ＣＳ／ＣＣＡ）メカニズムとともに使用する、規則、パラメータ、設定、表示
、および測定値の形式を取る受信電力制御情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合
わせを含む情報を送信することができる。代替的または追加的に、ＷＴＲＵ　１１２は、
上述の情報を受信するために、ＡＰ　１１０に要求を送信することができ、ＡＰ　１１０
は、要求に応答して、上述の情報を送信することができる。
【００１０】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、時間同期に関連するＶＨＴ制御情報を交換す
ることもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、送信時間同期情報を求める要求である
情報を、ＡＰ１１０に送信することができる。要求は、関連する制御パラメータを含むこ
とができる。さらに、要求は、要求に応答して含まれる特定の時間同期制御パラメータを
求める要求を示すことができる。要求に応答して、ＡＰ１１０は、送信時間同期補正情報
レポートおよび関連する制御パラメータを、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる
。関連する制御パラメータは、時間同期情報を求める要求内で示されたパラメータを含む
ことができる。代替的または追加的に、要求が特定の時間同期制御パラメータを求める要
求を示さない場合、関連する制御パラメータは、時間同期に関連する任意の適切なパラメ
ータを含むことができる。この時間同期情報は、アップリンクＭＵ－ＭＩＭＯの状況下、
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または他の任意の適切な状況下では、ＡＰ１１０とＷＴＲＵ　Ａ１１２の間で交換するこ
とができる。
【００１１】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、周波数オフセット推定に関連するＶＨＴ制御
情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、周波数オフセット情報を
求める要求である情報を、ＡＰ１１０に送信することができる。要求は、関連する制御パ
ラメータを含むことができる。さらに、要求は、要求に応答して含まれる特定の時間同期
制御パラメータを求める要求を示すことができる。それに応答して、ＡＰ１１０は、周波
数オフセット推定レポートを送信することができる。レポートは、関連する制御パラメー
タを含むことができ、関連する制御パラメータは、要求内で指定された制御パラメータを
含むことができる。この周波数オフセット推定情報は、アップリンクＭＵ－ＭＩＭＯの状
況下、または他の任意の適切な状況下では、ＡＰ１１０とＷＴＲＵ　Ａ１１２の間で交換
することができる。
【００１２】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）アッ
プリンクサブキャリア割り当てに関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。ＯＦ
ＤＭＡが使用される場合、ＡＰ１１０は、（ＷＴＲＵ　Ａ１１２および／またはＷＴＲＵ
　Ｂ　１１４などの）ＷＴＲＵがアップリンク上でＡＰ１１０に送信するために使用でき
る、アップリンクサブキャリアを割り当てることができる。ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、アッ
プリンクＯＦＤＭＡサブキャリア割り当てを求める要求を、ＡＰ１１０に伝達することが
できる。ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に対するアップリンクサブキャリア割り当て
を記述した情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。代替的または追加的に
、ＡＰ　１１０は、ＯＦＤＭＡアップリンクサブキャリアをグループに組織し、各グルー
プにインデックスを割り当てることができる。そのような場合、ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ
　Ａ　１１２が使用することを許可されたアップリンクサブキャリアのグループのインデ
ックスを示す情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。
【００１３】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ＯＦＤＭＡダウンリンクサブキャリア割り当
てに関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。ＯＦＤＭＡが使用される場合、Ａ
Ｐ　１１０は、（ＷＴＲＵ　Ａ１１２および／またはＷＴＲＵ　Ｂ１１４などの）ＷＴＲ
Ｕがダウンリンク上でＡＰ１１０からデータを受信するために使用できる、ダウンリンク
サブキャリアを割り当てることができる。ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に
１つまたは複数のサブキャリアを割り当てるように求める要求を、ＡＰ１１０に送信する
ことができる。さらに、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、現在のサブキャリア割り当てを記述した
情報を求める要求を、ＡＰ１１０に送信することができ、ＡＰ１１０は、要求に応答して
、要求された情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。代替的または追加的
に、ＡＰ１１０は、ＯＦＤＭＡダウンリンクサブキャリアをグループに組織し、各グルー
プにインデックスを割り当てることができる。そのような場合、ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ
　Ａ　１１２が使用することを許可されたアップリンクサブキャリアのグループのインデ
ックスを示す情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。
【００１４】
　ＷＴＲＵ　Ａ　１１２およびＡＰ１１０は、ＯＦＤＭＡアップリンクサブキャリア割り
当てとＯＦＤＭＡダウンリンクサブキャリア割り当ての両方に同時に関連するＶＨＴ制御
情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、アップリンク割り当てと
ダウンリンク割り当ての両方を求める要求を、ＡＰ１１０に送信することができ、要求に
応答して、ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２にアップリンクサブキャリアとダウンリン
クサブキャリアを割り当てることができる。さらに、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、アップリン
クＯＦＤＭＡサブキャリア割り当てとダウンリンクＯＦＤＭＡサブキャリア割り当ての両
方を記述した情報を求める要求を、ＡＰ１１０に送信することができ、要求に応答して、
ＡＰ１１０は、要求された情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。代替的
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または追加的に、ＡＰ１１０は、ＯＦＤＭＡダウンリンクサブキャリアとＯＦＤＭＡアッ
プリンクサブキャリアをグループに組織し、各グループにインデックスを割り当てること
ができる。そのような場合、ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２が使用することを許可さ
れたアップリンクサブキャリアおよび／またはダウンリンクサブキャリアのグループのイ
ンデックスを示す情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。
【００１５】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、チャネル状態情報（ＣＳＩ）に関連するＶＨ
Ｔ制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ＣＳＩフィードバ
ックを求める要求を、ＡＰ１１０に送信することができ、ＡＰ１１０は、応答であるＣＳ
Ｉレポートを、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。代替的または追加的に、Ａ
Ｐ　１１０が、ＣＳＩフィードバックを求める要求を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信するこ
とができ、ＷＴＲＵ　Ａ１１２が、応答であるＣＳＩレポートを、ＡＰ１１０に送信する
ことができる。これらのＣＳＩレポートは、ＶＨＴ　ＣＩＳ　ＭＡＣアクションフレーム
内、または他の任意の適切なフォーマット内に含めることができる。
【００１６】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ビームフォーミングに関連するＶＨＴ制御情
報を交換することもできる。ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ビームフォーミングフィードバック
を求める要求を、ＡＰ１１０に送信することができ、ＡＰ１１０は、応答である情報を、
ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。代替的または追加的に、ＡＰ１１０が、ビ
ームフォーミングフィードバックを求める要求を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することが
でき、ＷＴＲＵ　Ａ１１２が、応答である情報を、ＡＰ１１０に送信することができる。
ビームフォーミングに関連する情報は、圧縮ビームフォーミングおよび／または非圧縮ビ
ームフォーミングに関連することができる。一例として、ＷＴＲＵ　Ａ１１２またはＡＰ
　１１０は、圧縮ビームフォーミングフィードバックを求める要求を受信することができ
、応答である圧縮ビームフォーミングレポートを送信することができる。圧縮ビームフォ
ーミングレポートは、ＶＨＴ圧縮ビームフォーミングＭＡＣアクションフレーム内に含め
ることができる。さらなる一例として、ＷＴＲＵ　Ａ１１２またはＡＰ１１０は、非圧縮
ビームフォーミングフィードバックを求める要求を受信することができ、応答である非圧
縮ビームフォーミングレポートを送信することができる。非圧縮ビームフォーミングレポ
ートは、ＶＨＴ非圧縮ビームフォーミングＭＡＣアクションフレーム内に含めることがで
きる。
【００１７】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、アンテナ選択インデックスに関連するＶＨＴ
制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、アンテナ選択インデ
ックスフィードバック要求を、ＡＰ１１０に送信することができ、ＡＰ１１０は、応答で
あるアンテナ選択インデックスレポートを、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる
。代替的または追加的に、ＡＰ１１０が、アンテナ選択インデックスフィードバック要求
を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができ、ＷＴＲＵ　Ａ１１２が、応答であるアン
テナ選択インデックスレポートを、ＡＰ　１１０に送信することができる。ＷＴＲＵ　Ａ
１１２および／またはＡＰによって送信されるアンテナ選択インデックスレポートは、例
えば、ＶＨＴアンテナ選択インデックスフィードバックＭＡＣアクションフレーム内に含
めることができる。
【００１８】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、リンクアダプテーションに関連するＶＨＴ制
御情報を交換することができる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ＡＰ１１０に、および
／またはＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、リンクアダプテーションのために使用で
きる通信パラメータを求める要求、サウンディングパケットを送信するように求める要求
を示すトレーニング要求、変調符号化セット（ＭＣＳ）フィードバック要求、データレー
トフィードバック要求、ＭＣＳフィードバックのためのシーケンス番号もしくは識別子、
ＶＨＴ送信／受信アンテナ選択要求、またはＶＨＴ送信／受信アンテナトレーニング制御
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情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わせを送信することができる。ＡＰ１１０
は、応答である情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができ、および／またはＷＴ
ＲＵ　Ａ１１２は、応答である情報を、ＡＰ１１０に送信することができる。応答である
情報は、例えば、サウンディングパケット、ＭＣＳフィードバック応答レポート、データ
レートフィードバックレポート、またはＶＨＴ送信／受信アンテナ選択レポートを含むこ
とができる。
【００１９】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、並列チャネル上でのデータの伝達を含むマル
チチャネル送信に関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　
Ａ１１２は、ＡＰ１１０に、および／またはＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、並列
チャネル送信に関連する同期情報、または並列チャネルのためのＭＣＳフィードバック要
求／応答などのリンクアダプテーション情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わ
せを送信することができる。
【００２０】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ダウンリンクにおけるＭＵ－ＭＩＭＯの使用
に関連するＶＨＴ制御情報を交換することができる。例えば、ＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　
Ａ１１２に、肯定応答メカニズムおよびパラメータ、ＭＣＳフィードバックなどのリンク
アダプテーションパラメータ、またはチャネルサウンディングメカニズムパラメータのう
ちの１つまたはそれらの任意の組み合わせに関連する情報を送信することができる。
【００２１】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、アップリンクにおけるＭＵ－ＭＩＭＯの使用
に関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、Ａ
Ｐ１１０に、肯定応答メカニズムおよびパラメータ、ＭＣＳフィードバックなどのリンク
アダプテーションパラメータ、またはチャネルサウンディングメカニズムパラメータのう
ちの１つまたはそれらの任意の組み合わせに関連する情報を送信することができる。
【００２２】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、逆方向グラント（ＲＤＧ）パラメータに関連
するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。例えば、ＡＰ１１０は、グラント表示を、
ＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することができる。グラント表示は、持続時間情報を含むこと
ができる。代替的または追加的に、ＷＴＲＵ　Ａ１１２が、持続時間情報を含むグラント
表示を、ＡＰ１１０に送信することができる。ＡＰ１１０および／またはＷＴＲＵ　Ａ１
１２は、例えば、ＭＡＣフレームのヘッダ内の持続時間／ＩＤフィールドに収めて、グラ
ント表示を送信することができる。
【００２３】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ＭＵ－ＭＩＭＯの状況下で、ＲＤＧに関連す
るＶＨＴ制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ＡＰ１１０
に、および／またはＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、ダウンリンクにおけるＭＵ－
ＭＩＭＯのためのＲＤＧグラントを示す情報、アップリンクにおけるＭＵ－ＭＩＭＯのた
めのＲＤＧグラントを示す情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わせを送信する
ことができる。情報がアップリンクにおけるＭＵ－ＭＩＭＯのためのＲＤＧグラントに関
連する場合、情報は、時間同期のための制御パラメータおよび情報、周波数オフセットに
関連する制御パラメータおよび情報、ならびに／または電力制御のための制御パラメータ
および情報を含むことができる。
【００２４】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ＯＦＤＭＡの状況下で、ＲＤＧパラメータに
関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２は、ＡＰ
１１０に、および／またはＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、ＯＦＤＭＡダウンリン
クにおけるＲＤＧグラントを示す情報、ＯＦＤＭＡアップリンク方向におけるＲＤＧグラ
ントを示す情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わせを送信することができる。
情報がＯＦＤＭＡアップリンクのためのＲＤＧグラントに関連する場合、情報は、時間同
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期のための制御パラメータおよび情報、周波数オフセットに関連する制御パラメータおよ
び情報、ならびに／または電力制御のための制御パラメータおよび情報を含むことができ
る。
【００２５】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、アクセスカテゴリ制約の状況下で、ＲＤＧパ
ラメータに関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１
２は、ＡＰ１１０に、および／またはＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、データフレ
ームを任意のトラフィック識別子（ＴＩＤ）から送信できるようにするＲＤＧグラントを
示す情報、指定されたアクセスカテゴリに属し、特定の媒体アクセスもしくは送信プライ
オリティを有し、または一定のデータタイプ（例えば、音声、ビデオ、ウェブブラウジン
グトラフィック）に対応するデータフレームだけを送信できるようにするＲＤＧグラント
、あるいは現在のパケットに続くさらなるパケットが予想されるかどうかを示すＲＤＧ応
答側情報のうちの１つまたはそれらの任意の組み合わせを送信することができる。
【００２６】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２とＡＰ１１０との間のＶ
ＨＴ通信のためのキャリブレーションに関連するＶＨＴ制御情報を交換することもできる
。キャリブレーションは、ＷＴＲＵ　Ａ１１２とＡＰ１１０が、それぞれの無線能力に関
連する情報を交換し、無線能力の差を決定するプロセスである。その差に基づいて、以降
の通信のためにＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０を構成するために使用できる補正係
数を決定することができる。ＶＨＴキャリブレーションの状況下では、ＷＴＲＵ　Ａ１１
２は、ＡＰ１１０に、および／またはＡＰ１１０は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に、キャリブレ
ーションの開始の表示、キャリブレーションサウンディング応答の表示、キャリブレーシ
ョンの終了の表示、またはキャリブレーションシーケンス識別子のうちの１つまたはそれ
らの任意の組み合わせを送信することができる。
【００２７】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、ＷＴＲＵについてのグループ割り当てに関連
するＶＨＴ制御情報を交換することもできる。ＷＴＲＵは、ＭＵ－ＭＩＭＯ、ビームフォ
ーミング、ＯＦＤＭＡ、マルチキャスト、電力節約、または他の機能に関連するパラメー
タに基づいて、１つまたは複数のグループに割り当てることができる。電力節約の状況下
では、一例として、ＡＰ１１０は、バッテリ能力に基づいて、ＷＴＲＵをグループ分けす
ることができる。ＭＵ－ＭＩＭＯの状況下では、ＡＰ１１０は、異なるＷＴＲＵが経験し
ている無線リンクの品質に基づいて、ＷＴＲＵをグループ分けすることができる。ＷＴＲ
Ｕ　Ａ１１２は、グループに含まれるための、および／またはグループ割り当てを受信す
るための、ＡＰ１１０への要求などのＶＨＴ制御情報を、ＡＰ１１０に送信することがで
きる。それに応答して、ＡＰ１１０は、グループ割り当て情報を、ＷＴＲＵ　Ａ１１２に
送信することができる。グループ割り当て情報は、例えば、ＷＴＲＵ　Ａ１１２が割り当
てられたグループについてのグループ識別子、および／またはＷＴＲＵ　Ａ１１２が割り
当てられたグループに関連するアドレスを含むことができる。
【００２８】
　ＡＰ　１１０がＷＴＲＵ　Ａ１１２に情報を送信する例が、上で提供されたが、ＡＰ１
１０からＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信されるとして上で説明された任意のタイプまたはサブ
タイプの情報は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２からＡＰ１１０に送信することもできる。さらに、
ＷＴＲＵ　Ａ１１２がＡＰ１１０に情報を送信する例が、上で提供されたが、ＷＴＲＵ　
Ａ１１２からＡＰ１１０に送信されるとして上で説明された任意のタイプまたはサブタイ
プの情報は、ＡＰ１１０からＷＴＲＵ　Ａ１１２に送信することもできる。
【００２９】
　上で説明されたＶＨＴ制御情報を交換することに加えて、ＷＴＲＵ　Ａ１１２とＡＰ１
１０は、ＶＨＴ制御情報に基づいて、アクションを実行することができる。例えば、ＷＴ
ＲＵ　Ａ１１２とＡＰ１１０が、上で説明されたように、送信および／または受信電力制
御に関連する情報を交換する場合、ＷＴＲＵ　Ａ１１２および／またはＡＰ１１０は、交
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換されたＶＨＴ制御情報に基づいて、電力レベルを調整することができる。ＷＴＲＵ　Ａ
　１１２とＡＰ１１０が、時間同期および／または周波数オフセットに関連する情報を交
換する場合、ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０は、交換されたＶＨＴ制御情報を使用
して、時間領域および／または周波数領域において、通信を同期させることができる。上
で説明された他のタイプのＶＨＴ制御情報についても、ＷＴＲＵ　Ａ１１２および／また
はＡＰ１１０によって、類似のアクションを実行することができる。
【００３０】
　ＷＴＲＵ　Ａ１１２およびＡＰ１１０がＶＨＴ制御情報を交換する例が、上で提供され
た。代替的または追加的に、上で説明されたようなＶＨＴ制御情報は、ＷＴＲＵ　Ｂ１１
４とＡＰ１１０の間で交換することもでき、および／またはＢＳＳ１１８内に含まれ得る
他の任意のＷＴＲＵ（図示されず）が、ＡＰ１１０と通信することもできる。代替的また
は追加的に、上で説明されたＶＨＴ制御情報は、ＷＴＲＵ　Ａ１１２とＷＴＲＵ　Ｂ１１
４の間で交換することもできる。
【００３１】
　ＡＰ１１０とＷＴＲＵ１１２、１１４との間で交換されるとして上で説明されたＶＨＴ
制御情報は、１つまたは複数のフィールド内に含めることができる。フィールドは、単一
ビットから任意の数のビットまで、様々なサイズを取ることができる。フィールドは、Ｍ
ＡＣフレームのヘッダ内に、および／またはＭＡＣフレームの本体内に含めることができ
る。代替的または追加的に、制御情報は、物理レイヤメッセージ内の１つもしくは複数の
フィールド内、上位レイヤメッセージ内の１つもしくは複数のフィールド内、ならびに／
またはＭＡＣフレーム、物理レイヤメッセージ、上位レイヤメッセージ、および／もしく
は他のタイプのメッセージの任意の組み合わせの中に含めることができる。
【００３２】
　図２は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報を交換するために使用できる、
例示的なＭＡＣフレーム２００を示している。ＭＡＣフレーム２００は、ヘッダ２０２と
、フレーム本体２０４と、フレームチェックシーケンス（ＦＣＳ）フィールド２０６とを
含むことができる。ＭＡＣフレーム２００は、タイプを有することができ、タイプは、フ
レーム２００の目的を記述する。ＭＡＣフレーム２００は、例えば、制御フレーム、デー
タフレーム、もしくは管理フレーム、または制御フレーム、データフレーム、もしくは管
理フレームのサブタイプとすることができる。
【００３３】
　ヘッダ２０２は、フレーム制御フィールド２１０と、持続期間／ＩＤフィールド２１２
と、アドレスフィールド２１４と、ＶＨＴ制御フィールド２５０とを含むことができる。
ヘッダ２０２は、１つまたは複数の追加のフィールド（図示されず）も含むことができる
。例えば、ヘッダ２０２は、シーケンス制御フィールド、高スループット（ＨＴ）制御フ
ィールド、または他のタイプの制御フィールドも含むことができる。ヘッダ２０２がＨＴ
制御フィールドを含む場合、ＨＴ制御フィールドは、アドレスフィールド２１４とＶＨＴ
制御フィールド２５０の間、ＶＨＴ制御フィールド２５０の右側、またはヘッダ２０２内
の他の任意の場所に存在することができる。
【００３４】
　ヘッダ２０２内の持続期間／ＩＤフィールド２１２は、ＭＡＣフレーム２００のタイプ
に応じて、異なる値を含むことができる。例えば、ＭＡＣフレーム２００は、ＭＡＣフレ
ーム２００を送信したデバイス（ＡＰまたはＷＴＲＵ）の関連識別子（ＡＩＤ）に関連す
る情報を含むことができ、またはＭＡＣフレーム２００のタイプに基づいた持続時間値を
含むことができる。アドレスフィールド２１４は、例えば、ＭＡＣフレーム２００の意図
された受け手であるデバイスのＭＡＣアドレスを含むことができる。
【００３５】
　ヘッダ２０２内のフレーム制御フィールド２１０は、プロトコルバージョンフィールド
２２０、タイプフィールド２２２、サブタイプフィールド２２４、ＤＳへフィールド２２
６、ＤＳからフィールド２２８、さらなるフラグメントフィールド２３０、リトライフィ
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ールド２３２、電力管理フィールド２３４、さらなるデータフィールド２３６、保護フレ
ームフィールド２３８、および順序フィールド２４０などの１つまたは複数のフィールド
を含むことができる。プロトコルバージョンフィールド２２０は、ＭＡＣフレーム２００
のフォーマットを定義する通信規格、および／またはＭＡＣフレームが互換性を有する通
信規格を示すことができる。例えば、プロトコルバージョンフィールド２２０は、ＭＡＣ
フレーム２００が、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ、および／
またはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄ技術に従って定義されていることを示すことができる
。タイプフィールド２２２およびサブタイプフィールド２２４は、ＭＡＣフレーム２００
の機能を示す。例えば、タイプフィールド２２２は、ＭＡＣフレーム２００が、管理フレ
ームであることを示すことができ、サブタイプは、ＭＡＣフレーム２００が、プローブ応
答フレームなど、管理フレームの特定のサブタイプであることを示すことができる。ＤＳ
へ（Ｔｏ　ＤＳ）フィールド２２６およびＤＳから（Ｆｒｏｍ　ＤＳ）フィールド２２８
は、ＭＡＣフレーム２００の通信が、分配システムを介した送信を含むかどうかを示すこ
とができる。さらなるフラグメント（Ｍｏｒｅ　Ｆｒａｇｍｅｎｔｓ）フィールド２３０
は、ＭＡＣフレーム２００内のデータが、データの関連するフラグメントに関連付けられ
ているか（すなわち、後続フレームに収めて送信される同じデータユニットの一部である
か）どうかを示す。リトライフィールド２３２は、ＭＡＣフレーム２００が、以前のフレ
ームの再送であるかどうかを示す。電力管理フィールド２３４は、ＭＡＣフレーム２００
の送信元デバイスの電力節約モード（例えば、アクティブまたは電力節約）を示すことが
できる。ＭＡＣフレーム２００がＡＰによって宛先ＷＴＲＵに送信される場合、さらなる
データ（Ｍｏｒｅ　Ｄａｔａ）フィールド２３６は、ＡＰがＷＴＲＵに送信すべき追加の
データを有するかどうか（すなわち、ＷＴＲＵ宛てのさらなるデータがＡＰにおいてバッ
ファされていること）をＷＴＲＵに示す。保護フレームフィールド２３８は、ＭＡＣフレ
ーム２００内のフレーム本体２０４が、暗号カプセル化アルゴリズムによって処理されて
いるかどうかを示すことができる。順序フィールド２４０は、厳格なフレーム順序付けが
ＭＡＣフレーム２００に適用されているかどうかを示すことができる。
【００３６】
　ヘッダ２０２内のＶＨＴ制御フィールド２５０は、ＶＨＴ制御情報を含むことができる
。この情報は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報のうちの任意のタイプの情
報またはタイプの組み合わせを含むことができる。ＭＡＣフレーム２００におけるＶＨＴ
制御フィールド２５０の存在は、多くの異なる方法で示すことができる。例えば、ＭＡＣ
フレーム２００が管理フレームまたはデータフレームである場合、順序フィールド２４０
の値が１であることが、ＶＨＴ制御フィールド２５０がＭＡＣフレーム２００内に存在す
ることを示すことができる。代替的または追加的に、持続期間／ＩＤフィールド２１２内
の値、および／またはフレーム制御フィールド２１０内の他のサブフィールド２２０、２
２２、２２４、２２６、２２８、２３０、２３２、２３４、２３６、２３８のいずれか、
ヘッダ２０２内の１つもしくは複数の追加のフィールド（図示されず）内の値が、ＶＨＴ
制御フィールド２５０がＭＡＣフレーム２００内に存在することを示すことができる。
【００３７】
　図３は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報を交換するために使用できる、
例示的なＭＡＣ制御ラッパフレーム３００を示す図である。制御ラッパフレーム３００は
、ヘッダ３０２と、搬送フレームフィールド３０４と、ＦＣＳフィールド３０６とを含む
ことができる。制御ラッパフレーム３００は、別のＭＡＣ制御フレームを搬送するために
使用することができ、他のＭＡＣ制御フレームは、搬送フレームフィールド３０４内に含
めることができる。
【００３８】
　制御ラッパフレーム３００のヘッダ３０２は、フレーム制御フィールド３１０と、持続
期間／ＩＤフィールド３１２と、アドレスフィールド３１４と、搬送フレーム制御フィー
ルド３１６と、ＶＨＴ制御フィールド３５０とを含むことができる。フレーム制御フィー
ルド３１０内のフィールド３２０、３２２、３２４、３２６、３２８、３３０、３３２、
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３３４、３３６、３３８、３４０は、図２のフレーム制御フィールド２１０内の対応する
フィールド２２０、２２２、２２４、２２６、２２８、２３０、２３２、２３４、２３６
、２３８、２４０と同様の情報を示すことができる。ヘッダ３０２内の持続期間／ＩＤフ
ィールド３１２およびアドレスフィールド３１４は、図２のヘッダ２０２内の対応するフ
ィールド２１２、２１４と同様の情報を示すことができる。搬送フレーム制御フィールド
３１６は、搬送フレームフィールド３０４内に含まれる他のＭＡＣ制御フレームに関連す
る制御情報を含むことができる。ヘッダ３０２内のＶＨＴ制御フィールド３５０は、ＶＨ
Ｔ制御情報を含むことができる。この情報は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御
情報の任意のタイプ、またはＶＨＴ制御情報のタイプの組み合わせを含むことができる。
【００３９】
　タイプフィールド３２２およびサブタイプフィールド３２４は、それぞれ、ＭＡＣ制御
ラッパフレームのタイプおよびサブタイプを示す。ＩＥＥＥ　８０２．１１によれば、タ
イプ値の「０１」は、フレームが制御フレームであることを示す。ＩＥＥＥ　８０２．１
１ｎは、制御フレームのサブタイプとして制御ラッパフレームサブタイプを定義し、ＩＥ
ＥＥ　８０２．１１ｎは、サブタイプ値の値「０１１１」が、フレームが制御ラッパフレ
ームであることを示すことを記述している。したがって、タイプフィールド３２２の値を
「０１」とすることができ、サブタイプフィールド３２４の値を「０１１１」とすること
ができる。代替として、制御ラッパフレーム３００は、８０２．１１ｎの「制御ラッパフ
レーム」サブタイプとは異なるサブタイプである、「ＶＨＴ制御ラッパフレーム」である
と見なすことができる。そのような場合、タイプフィールド３２２は、値「０１」を有す
ることができ、サブタイプフィールド３２４は、「０１１１」ではない、制御ラッパフレ
ーム３００がＶＨＴ制御ラッパフレームであることを示す値を有することができる。
【００４０】
　代替的または追加的に、ヘッダ３０２は、高スループット（ＨＴ）制御フィールド（図
示されず）も含むことができ、ＨＴ制御フィールドは、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎで説明
されている高スループット機能に関連する制御データを含むこともできる。ＨＴ制御フィ
ールドは、例えば、搬送フレーム制御フィールド３１６とＶＨＴ制御フィールド３５０の
間に含めることができる。さらなる一例として、ＨＴ制御フィールドは、ＶＨＴ制御フィ
ールド３５０の右側の、ヘッダ３０２の末尾に含めることができる。ヘッダ３０２がＨＴ
制御フィールドを含む場合、サブタイプフィールド３２４は、フレームが制御ラッパフレ
ームであることを示す値（すなわち値「０１１１」）を有することができ、あるいは、サ
ブタイプフィールド３２４は、フレームがＶＨＴ制御ラッパフレームであることを示す値
を有することができる。
【００４１】
　図４は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報を交換するために使用できる、
第２の例示的なＭＡＣ制御ラッパフレーム４００を示す図である。制御ラッパフレーム４
００は、ヘッダ４０２と、搬送フレームフィールド４０４と、ＦＣＳフィールド４０６と
を含むことができる。ＭＡＣ制御ラッパフレーム４００は、別のＭＡＣ制御フレームを搬
送するために使用することができ、他のＭＡＣ制御フレームは、搬送フレームフィールド
４０４内に含めることができる。
【００４２】
　ＭＡＣ制御ラッパフレーム４００のヘッダ４０２は、フレーム制御フィールド４１０と
、持続期間／ＩＤフィールド４１２と、アドレスフィールド４１４と、搬送フレーム制御
フィールド４１６と、ＶＨＴ制御フィールド４５０と、高スループット（ＨＴ）制御フィ
ールド４１８とを含むことができる。フレーム制御フィールド４１０内のフィールド４２
０、４２２、４２４、４２６、４２８、４３０、４３２、４３４、４３６、４３８、４４
０は、図３のフレーム制御フィールド３１０内の対応するフィールド３２０、３２２、３
２４、３２６、３２８、３３０、３３２、３３４、３３６、３３８、３４０と同様の情報
を示すことができる。ヘッダ４０２内の持続期間／ＩＤフィールド４１２、アドレスフィ
ールド４１４、および搬送フレーム制御フィールド４１６は、図３のヘッダ３０２内の対
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応するフィールド３１２、３１４、３１６と同様の情報を示すことができる。ヘッダ４０
２内のＶＨＴ制御フィールド４５０は、ＶＨＴ制御情報を含むことができる。この情報は
、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報の任意のタイプ、またはＶＨＴ制御情報
のタイプの組み合わせを含むことができる。ＨＴ制御フィールド４１８は、ＩＥＥＥ　８
０２．１１ｎに記述されたＨＴ機能に関連する制御データを含むことができる。図４のヘ
ッダ４０２の変形として、ＶＨＴ制御フィールド４５０は、搬送フレーム制御フィールド
４１６とＨＴ制御フィールド４１８の間に含めることができる。
【００４３】
　フレーム制御フィールド４１０内のサブタイプフィールド４２４は、フレームが制御ラ
ッパフレームであることを示す値（すなわち値「０１１１」）を有することができる。あ
るいは、サブタイプフィールド４２４は、フレームがＶＨＴ制御ラッパフレームであるこ
とを示す値を有することができる。
【００４４】
　上で説明されたＭＡＣフレーム２００、３００、４００に加えて、またはそれらの代わ
りに、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報は、ＭＡＣフレームの任意のタイプ
および／またはサブタイプ内に含めることができる。さらなる一例として、ＶＨＴ制御フ
ィールドは、（タイプ値「１０」、サブタイプ値「１０００」を有する）ＱｏＳデータフ
レーム内に、および／または、（タイプ値「００」、サブタイプ値「１１１０」を有する
）アクションＮｏ　Ａｃｋフレーム内に含めることができる。さらに、ＶＨＴ制御フィー
ルドを含むアクションＮｏ　Ａｃｋフレームは、送信ＷＴＲＵまたはＡＰによって、１つ
または複数の他のデータフレーム、制御フレーム、または管理フレームと集約することが
でき、集約データユニットに収めて送信することができる。
【００４５】
　図５は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報を交換するために使用できる、
さらなる例示的なＭＡＣアクションフレーム５００を示している。アクションフレーム５
００は、ヘッダ５０２と、フレーム本体５０４と、ＦＣＳフィールド５０６とを含むこと
ができる。
【００４６】
　アクションフレーム５００のヘッダ５０２は、フレーム制御フィールド５１０と、持続
期間／ＩＤフィールド５１２と、アドレスフィールド５１４と、１つまたは複数の追加の
フィールド５１６とを含むことができる。持続期間／ＩＤフィールド５１２およびアドレ
スフィールド５１４は、図２のヘッダ２０２内の対応するフィールド２１２、２１４と同
様の情報を示すことができる。フレーム制御フィールド５１０内のフィールド５２０、５
２２、５２４、５２６、５２８、５３０、５３２、５３４、５３６、５３８、５４０は、
図２のフレーム制御フィールド２１０内の対応するフィールド２２０、２２２、２２４、
２２６、２２８、２３０、２３２、２３４、２３６、２３８、２４０と同様の情報を示す
ことができる。ＩＥＥＥ　８０２．１１によれば、タイプ値の「００」は、フレームが管
理フレームであることを示す。さらにＩＥＥＥ　８０２．１１によれば、アクションフレ
ームは、管理フレームのサブタイプであり、サブタイプ値の「１１０１」は、フレームが
アクションフレームであることを示す。したがって、フレーム制御フィールド５１０内の
タイプフィールド５２２の値を「００」とすることができ、サブタイプフィールド５２４
の値を「１１０１」とすることができる。
【００４７】
　フレーム本体５０４は、カテゴリフィールド５６０と、アクションフィールド５６２と
を含むことができる。フレーム本体は、１つまたは複数の追加のフィールド（図示されず
）も含むことができる。アクションフィールド５６２は、ＶＨＴ制御フィールド５５６と
、１つまたは複数の追加のフィールド（図示されず）とを含むことができる。ＶＨＴ制御
フィールド５５６および／または１つもしくは複数の追加のフィールド（図示されず）は
、１つもしくは複数の情報要素（ＩＥ）とすることができ、または１つもしくは複数のＩ
Ｅを含むことができる。カテゴリフィールド５６０の値は、アクションフレーム５００に



(14) JP 2013-511217 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

関連するアクションのタイプを示すことができる。例えば、カテゴリフィールド５６０は
、アクションフレーム５００が、スペクトル管理アクションフレーム、サービス品質（Ｑ
ｏＳ）アクションフレーム、パブリックアクションフレーム、ＨＴアクションフレーム、
または他のタイプのアクションフレームであることを示すことができる。ＶＨＴ制御フィ
ールド５５６は、ＶＨＴ制御情報を含むことができる。この情報は、図１を参照して上で
説明されたＶＨＴ制御情報のうちの任意のタイプの情報またはタイプの組み合わせを含む
ことができる。
【００４８】
　さらに、図５には示されていないが、ヘッダ５０２内の１つまたは複数の追加のフィー
ルド５１６は、ＶＨＴ制御情報を含む１つまたは複数のＶＨＴ制御フィールド（図示され
ず）も含むことができる。この情報は、図１を参照して上で説明されたＶＨＴ制御情報の
うちの任意のタイプの情報またはタイプの組み合わせを含むことができる。
【００４９】
　図６は、ＶＨＴ機能に関連する制御シグナリングを実施できる、第２の例示的な通信シ
ステム６００を示している。通信システムは、２つのアクセスポイント（ＡＰ）（ＡＰ　
Ａ６１０およびＡＰ　Ｂ６２０）と、４つの無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）（ＷＴＲＵ
　Ａ　６１２、ＷＴＲＵ　Ｂ６１４、ＷＴＲＵ　Ｃ６２２、およびＷＴＲＵ　Ｄ６２４）
とを含む。通信システム６００は、分配システム６３０と、１つまたは複数の外部ネット
ワーク６３２とを含むこともできる。
【００５０】
　ＡＰ　Ａ６１０は、無線データを、エアインタフェースを介して、ＷＴＲＵ　Ａ６１２
およびＷＴＲＵ　Ｂ６１４と交換し、それによって、基本サービスセット（ＢＳＳ）Ａ６
１８を形成する。ＡＰ　Ｂ６２０は、無線データを、エアインタフェースを介して、ＷＴ
ＲＵ　Ｃ６２２およびＷＴＲＵ　Ｄ６２４と交換し、それによって、ＢＳＳ　Ｂ６２８を
形成する。ＡＰ　Ａ６１０とＡＰ　Ｂ６２０は、分配システム６３０を介して通信するこ
とができる。分配システム６３０は、例えば、イーサネットネットワーク、無線分配シス
テム（ＷＤＳ）、またはＡＰ　Ａ６１０とＡＰ　Ｂ６２０がそれを介して通信できる他の
任意の適切なネットワークとすることができる。分配システム６３０、ＢＳＳ　Ａ６１８
、およびＢＳＳ　Ｂ６２８は、一緒になって、拡張サービスセット（ＥＳＳ）６３４を形
成する。
【００５１】
　１つまたは複数の外部ネットワーク６３２は、例えば、インターネット、１つもしくは
複数の公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、１つもしくは複数のセルラコアネットワーク、およ
び／または他の任意のタイプの有線もしくは無線ネットワークを含むことができる。外部
ネットワーク６３２からデータを受信するため、ＷＴＲＵ　Ａ６１２は、エアインタフェ
ースを介して、ＡＰ　Ａ６１０と通信することができ、ＡＰ１１０は、分配システムを介
して、外部ネットワーク６３２と通信することができる。ＷＴＲＵ　Ｂ６１４も、同様の
方法で、外部ネットワーク６３２と通信することができる。ＷＴＲＵ　Ｃ６２２およびＷ
ＴＲＵ　Ｄ６２４も、同様の方法で、ＡＰ　Ｂ６２０および分配システム６３０を介して
、外部ネットワーク６３２とデータを交換することができる。ＢＳＳ　Ａ６１８内のＷＴ
ＲＵ６１２、６１４とＢＳＳ　Ｂ６２８内のＷＴＲＵ６２２、６２４は、それぞれのＡＰ
６１０、６２０および分配システム６３０を介して、通信することができる。さらに、Ｗ
ＴＲＵ６１２、６１４、６２２、６２４は、２つのＡＰ６１０、６２０の間でローミング
することができる。
【００５２】
　ＡＰ　Ａ６１０、ＡＰ　Ｂ６２０、ＷＴＲＵ　Ａ６１２、ＷＴＲＵ　Ｂ６１４、ＷＴＲ
Ｕ　Ｃ６２２、および／またはＷＴＲＵ　Ｄ６２４によって実施されるエアインタフェー
スは、例えば、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０
２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、および／または８０２．１１ａｄ技術
などの技術に基づくことができる。
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【００５３】
　ＷＴＲＵ６１２、６１４、６２２、６２４は、上で説明されたものなどのＶＨＴ機能を
使用して、それぞれのＡＰ６１０、６２０と通信することができる。ＷＴＲＵ６１２、６
１４、６２２、６２４は、これらのＶＨＴ機能に関連する制御情報を含むメッセージを、
それぞれのＡＰ６１０、６２０に送信／から受信することができる。例えば、ＷＴＲＵ６
１２、６１４、６２２、６２４およびＡＰ６１０、６２０の各々、またはそれらのいずれ
かは、図１のＷＴＲＵ１１２、１１４およびＡＰ１１０によって実行されるように、上で
説明されたようなＶＨＴ制御情報を伝達することができる。代替的または追加的に、ＷＴ
ＲＵ６１２、６１４、６２２、６２４およびＡＰ６１０、６２０の各々、またはそれらの
いずれかは、図２から図５を参照して上で説明されたＭＡＣフレーム２００、３００、４
００、５００のいずれか、または任意の組み合わせを使用して、ＶＨＴ制御情報を伝達す
ることができる。
【００５４】
　図１および図６の通信システム１００、６００の変形では、ＢＳＳは、ＡＰを含まない
、独立ＢＳＳ（ＩＢＳＳ）として動作することができる。そのような場合、（ＷＴＲＵ　
Ａ　１１２、ＷＴＲＵ　Ｂ１１４、ＷＴＲＵ　Ａ６１２、ＷＴＲＵ　Ｂ６１４、ＷＴＲＵ
　Ｃ　６２２、および／またはＷＴＲＵ　Ｄ６２４の特徴などの特徴を有する）ＷＴＲＵ
は、アドホックモードで互いに直接的に通信することができる。上で説明されたＢＳＳ１
１８、６１８、６２８内での通信に加えて、またはそれに代わって、上で説明されたＶＨ
Ｔ制御情報は、ＩＢＳＳ内のＷＴＲＵ間では直接的に伝達することもできる。
【００５５】
　図７は、図１から図６を参照して上で説明された機能を実施できる、例示的なＡＰ７１
０およびＷＴＲＵ７１２を示している。ＷＴＲＵ７１２は、無線環境において動作および
／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスとすることができる。ＡＰ７
１０は、ＷＴＲＵ７１２と無線でインタフェースを取るように構成された任意のタイプの
デバイスとすることができる。例を挙げると、ＡＰ７１０は、送受信機基地局（ＢＴＳ）
、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、無
線ルータ、マクロセル基地局、ピコセル基地局、またはフェムトセル基地局などとするこ
とができる。
【００５６】
　ＡＰ７１０は、ＥＳＳ（図示されず）またはＲＡＮ（図示されず）の一部とすることが
できる。ＡＰが接続されたＲＡＮは、他のＡＰ、および／または基地局コントローラ（Ｂ
ＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、リレーノード、もしくは他の要素な
どの、ネットワーク要素（図示されず）も含むことができる。ＡＰ７１０は、セルまたは
ＷＬＡＮと呼ばれることがある、特定の地理的領域内で無線信号を送信および／または受
信するように構成することができる。
【００５７】
　ＡＰ７１０は、エアインタフェースを介して、ＷＴＲＵ７１２と通信することができ、
エアインタフェースは、任意の適切な無線通信リンク（例えば、無線周波（ＲＦ）、マイ
クロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができる。エアイン
タフェースは、任意の適切な無線アクセス技術を使用して確立することができる。例えば
、エアインタフェースは、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、またはＳＣ－Ｆ
ＤＭＡなどの１つまたは複数のチャネルアクセス方式を利用する技術に基づくことができ
る。例えば、ＡＰ７１０およびＷＴＲＵ７１２は、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）を使用
してエアインタフェースを確立できる、ＵＴＲＡＮなどの無線技術を実施することができ
る。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）および／または進化型ＨＳＰＡ（
ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンク
パケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップリンクパケットアクセス（Ｈ
ＳＵＰＡ）を含むことができる。あるいは、ＡＰ７１０およびＷＴＲＵ７１２は、ロング
タームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）を
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使用してエアインタフェースを確立できる、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴ
ＲＡ）などの無線技術を実施することができる。あるいは、ＡＰ７１０およびＷＴＲＵ７
１２は、ＩＥＥＥ　８０２．１６（すなわちマイクロ波アクセス用の世界的相互運用性（
ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　７Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ
－ＤＯ、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準
８５６（ＩＳ－８５６）、ＧＳＭ、ＧＳＭ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）、ＧＥＲ
ＡＮ、ＭＢＭＳ、ＭｅｄｉａＦＬＯ、ＤＶＢ－Ｈ、ＳＨＦ、先進型テレビジョン方式委員
会－モバイル／ハンドヘルド（ＡＴＳＣ－Ｍ／Ｈ）、または地上デジタルマルチメディア
放送（ＤＴＭＢ）などの無線技術を実施することができる。あるいは、ＡＰ７１０および
ＷＴＲＵ７１２は、無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するために、
ＩＥＥＥ　８０２．１５などの無線技術を実施することができる。あるいは、ＡＰ　７１
０およびＷＴＲＵ　７１２は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ、
ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ、
および／またはＩＥＥＥ　８０２．１１ａｄなどの技術に基づいたエアインタフェースを
実施することができる。
【００５８】
　上で説明したように、ＡＰ７１０は、ＲＡＮ（図示されず）内に含まれることができ、
ＲＡＮは、コアネットワーク（図示されず）と通信することができる。コアネットワーク
は、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネットプロ
トコル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ７１２に提供するように構成された、任意のタイ
プのネットワークとすることができる。ＡＰ７１０に接続されたコアネットワークは、公
衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、インターネット、および／または他のネットワークにアクセ
スするための、ＷＴＲＵ７１２のためのゲートウェイとしてサービスすることもできる。
ＰＳＴＮ　は、基本電話サービス（ＰＯＴＳ）を提供する回路交換電話網を含むことがで
きる。インターネットは、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート内の伝送制御
プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネッ
トプロトコル（ＩＰ）など、共通の通信プロトコルを使用する、相互接続されたコンピュ
ータネットワークとデバイスとからなるグローバルシステムを含むことができる。代替的
または追加的に、ＡＰ７１０は、ＥＳＳ内に含まれることができ、分配システムを介して
、インターネット、コアネットワーク、および／または他のＡＰ（図示されず）と通信す
ることができる。
【００５９】
　代替的または追加的に、ＡＰ７１０とＷＴＲＵ７１２との間のエアインタフェースがＩ
ＥＥＥ　８０２．１１ｘ技術に基づく場合、ＷＴＲＵ７１２は、汎用アクセスネットワー
ク（ＧＡＮ）技術などの技術を使用して、ＡＰ７１０およびインターネットを介して、コ
アネットワークと通信することができる。または、ＡＰ７１０とＷＴＲＵ７１２との間の
エアインタフェースがＩＥＥＥ　８０２．１１ｘ技術に基づく場合、ＷＴＲＵ７１２は、
パケットデータゲートウェイ（ＰＤＧ）またはｅＰＤＧなどのネットワーク要素と通信す
ることによって、ＡＰおよびインターネットを介して、コアネットワークと通信すること
ができる。
【００６０】
　典型的なＡＰ内に見出すことができるコンポーネントに加えて、ＡＰ７１０は、プロセ
ッサ７８６と、結合されたメモリ７８４と、１つまたは複数の下位レイヤコンポーネント
７８２と、１つまたは複数のアンテナ７９０とを含むことができる。１つまたは複数の下
位レイヤコンポーネント７８２は、無線データの送信を円滑化するために、プロセッサ７
８６と通信することができる。下位レイヤコンポーネント７８２は、１つまたは複数のア
ンテナ７９０を介して、無線データを送信および／または受信することができる。
【００６１】
　ＡＰ７１０は、追加的に、通信インタフェース７８５を含むことができる。通信インタ
フェース７８５は、コアネットワーク、インターネット、および／または１つもしくは複
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数の他の私設ネットワークもしくは公衆ネットワークなどの有線または無線ネットワーク
を介して、データを送信および／または受信するように構成することができる。通信イン
タフェース７８５、７９５は、送受信機とすること、または送受信機を含むことができ、
例えば、イーサネット、キャリアイーサネット、光ファイバ、マイクロ波、ｘＤＳＬ（デ
ジタル加入者回線）、非同期転送モード（ＡＴＭ）、シグナリングシステム７（ＳＳ７）
、ＩＰ、および／またはＩＰ／マルチプロトコルラベルスイッチング（ＭＰＬＳ）などの
技術を使用して、通信することが可能とすることができる。
【００６２】
　図７に示されるように、ＷＴＲＵ７１２は、プロセッサ７２６と、１つまたは複数の下
位レイヤコンポーネント７２２と、１つまたは複数の送信／受信ユニット７８０と、スピ
ーカ／マイクロフォン７６８と、キーパッド７７０と、ディスプレイ／タッチパッド７７
２と、着脱不能メモリ７７４と、着脱可能メモリ７６４と、電源７５８と、全地球測位シ
ステム（ＧＰＳ）チップセット７６０と、他の周辺機器７６２とを含むことができる。Ｗ
ＴＲＵ７１２は、一実施形態との整合性を保ちながら、上記の要素の任意のサブコンビネ
ーションを含むことができる。
【００６３】
　プロセッサ７２６は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、他の任意
のタイプの集積回路（ＩＣ）、および状態機械などとすることができる。プロセッサ７２
６は、信号符号化、データ処理、電力制御、入出力処理、および／またはＷＴＲＵ７１２
が無線環境で動作できるようにする他の任意の機能を実行することができる。プロセッサ
７２６は、１つまたは複数の下位レイヤコンポーネント７２２に結合することができ、１
つまたは複数の下位レイヤコンポーネント７２２は、１つまたは複数の送信／受信要素７
８０に結合することができる。図７は、プロセッサ７２６と下位レイヤコンポーネント７
２２を別々のコンポーネントとして示しているが、プロセッサ７２６と１つまたは複数の
下位レイヤコンポーネント７２２は、電子パッケージまたはチップ内に一緒に統合するこ
とができる。
【００６４】
　ＷＴＲＵ７１２のプロセッサ７２６は、スピーカ／マイクロフォン７６８、キーパッド
７７０、および／またはディスプレイ／タッチパッド７７２（例えば、液晶表示（ＬＣＤ
）ディスプレイユニットもしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット
）に結合することができ、それらからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセ
ッサ７２６は、スピーカ／マイクロフォン７６８、キーパッド７７０、および／またはデ
ィスプレイ／タッチパッド７７２にユーザデータを出力することもできる。加えて、プロ
セッサ７２６は、着脱不能メモリ７７４および／または着脱可能メモリ７６４など、任意
のタイプの適切なメモリから情報を入手することができ、それらにデータを記憶すること
ができる。着脱不能メモリ７７４は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリ
メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または他の任意のタイプのメモリ記憶デバイスを含
むことができる。着脱可能メモリ７６４は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メ
モリスティック、およびセキュアデジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含むことができる
。他の実施形態では、プロセッサ７２６は、ＷＴＲＵ７１２上に物理的に配置されたメモ
リではなく、サーバまたはホームコンピュータ（図示されず）などの上に配置されたメモ
リから情報を入手することができ、それらにデータを記憶することができる。
【００６５】
　プロセッサ７２６は、電源７５８から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ７１２内の
他のコンポーネントへの電力の分配および／または制御を行うように構成することができ
る。電源７５８は、ＷＴＲＵ７１２に給電するための任意の適切なデバイスとすることが
できる。例えば、電源７５８は、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケル－カドミウ
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ム（ＮｉＣｄ）、ニッケル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイ
オン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、および燃料電池などを含むことができる。
【００６６】
　プロセッサ７２６は、ＧＰＳチップセット７６０に結合することもでき、ＧＰＳチップ
セット７６０は、ＷＴＲＵ７１２の現在位置に関する位置情報（例えば経度および緯度）
を提供するように構成することができる。ＧＰＳチップセット７６０からの情報に加えて
、またはその代わりに、ＷＴＲＵ７１２は、ＡＰ（例えばＡＰ７１０もしくは別のＡＰ（
図示されず））からエアインタフェースを介して位置情報を受け取ることができ、および
／または２つ以上の近くのＡＰから受信した信号のタイミングに基づいて、自らの位置を
決定することができる。ＷＴＲＵ７１２は、一実施形態との整合性を保ちながら、任意の
適切な位置決定方法を用いて、位置情報を獲得することができる。
【００６７】
　プロセッサ７２６は、他の周辺機器７６２にさらに結合することができ、他の周辺機器
７６２は、追加的な特徴、機能、および／または有線もしくは無線接続性を提供する、１
つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含むこ
とができる。例えば、周辺機器７６２は、加速度計、ｅコンパス、衛星送受信機、（写真
またはビデオ用の）デジタルカメラ、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、バイ
ブレーションデバイス、テレビ送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ
、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、およびインターネットブラウザ
などを含むことができる。
【００６８】
　１つまたは複数の送信／受信要素７８０は、エアインタフェースを介して、ＡＰ（例え
ばＡＰ７１０）に信号を送信し、および／またはＡＰから信号を受信するように構成する
ことができる。例えば、送信／受信要素７８０は、ＲＦ信号を送信および／もしくは受信
するように構成されたアンテナとすることができ、またはアンテナを含むことができる。
別の実施形態では、送信／受信要素７８０は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、もしくは可視光信号
を送信および／もしくは受信するように構成された放射器／検出器とすることができ、ま
たは放射器／検出器を含むことができる。また別の実施形態では、送信／受信要素７８０
は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信および受信するように構成することができる。送信／
受信要素７８０は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信するように構
成することができる。さらに、ＷＴＲＵ７１２は、ＭＩＭＯ技術を利用することができる
。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ７１２は、エアインタフェースを介して無線信
号を送信および受信するための２つ以上の送信／受信要素７８０（例えば複数のアンテナ
）を含むことができる。
【００６９】
　下位レイヤコンポーネント７２２は、送信／受信要素７８０によって送信される信号を
変調し、送信／受信要素７８０によって受信された信号を復調するように構成することが
できる。上で言及したように、ＷＴＲＵ７１２は、マルチモード機能を有することができ
る。したがって、下位レイヤコンポーネント７２２は、ＷＴＲＵ７１２が、例えば、ＵＴ
ＲＡＮ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｘ、ＤＶＢ－Ｈ、またはＭｅｄｉ
ａＦＬＯなどの複数の無線アクセス技術を介して通信できるようにするための、複数の送
受信機を含むことができる。代替的または追加的に、下位レイヤコンポーネント７２２は
、１つまたは複数のマルチモード送受信機を含むことができ、各マルチモード送受信機は
、上で言及したものなど、複数の無線アクセス技術を介して通信することが可能である。
【００７０】
　ＷＴＲＵ７１２は、図１から図６を参照して上で説明されたＷＴＲＵ１１２、１１４、
６１２、６１４、６２２、６２４のいずれか１つ、またはそれらの任意の組み合わせによ
って実行される任意のアクションを実行するように構成することができる。例えば、プロ
セッサ７２６および／または下位レイヤコンポーネント７２２は、図１から図６を参照し



(19) JP 2013-511217 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

て上で説明されたＷＴＲＵ１１２、１１４、６１２、６１４、６２２、６２４のいずれか
、またはそれらの任意の組み合わせによって送信、生成、処理、または受信されるとして
上で説明されたメッセージのいずれかを生成、処理、送信、および／または受信するよう
に構成することができる。さらに、ＡＰ　７１０は、図１から図６を参照して上で説明さ
れたＡＰ１１０、６１０、６２０のいずれか１つ、またはそれらの任意の組み合わせによ
って実行される任意のアクションを実行するように構成することができる。例えば、プロ
セッサ７８６および／または下位レイヤコンポーネント７８２は、図１から図６を参照し
て上で説明されたＡＰ１１０、６１０、６２０のいずれか、またはそれらの任意の組み合
わせによって送信、生成、処理、または受信されるメッセージのいずれかを生成、送信、
処理、および／または受信するように構成することができる。
【００７１】
　ＷＴＲＵ７１２およびＡＰ７１０は、テレビホワイトスペース（ＴＶＷＳ）帯域を含む
、任意の数の周波数帯域において動作するように構成することもできる。さらに、ＷＴＲ
Ｕ７１２および／またはＡＰ７１０は、受信電力制御に関連するＥＤ／ＣＳ／ＣＣＡ機能
を含むが、それに限定されない、ＥＤ／ＣＳ／ＣＣＡ機能を実施することができる。
【００７２】
　上では特徴および要素を特定の組み合わせで説明したが、各特徴または要素は、単独で
、または他の特徴および要素との任意の組み合わせで使用することができる。例えば、図
１から図７を参照して上で説明された各特徴または要素は、他の特徴および要素を伴わず
に単独で、または他の特徴および要素を伴うもしくは伴わない様々な組み合わせで使用す
ることができる。図１から図７を参照して上で説明された方法および特徴のサブ要素は、
任意のコンビネーションまたはサブコンビネーションで、（同時を含む）任意の順序で実
行することができる。
【００７３】
　加えて、本明細書で説明した方法は、コンピュータまたはプロセッサによって実行する
、コンピュータ可読媒体内に包含された、コンピュータプログラム、ソフトウェア、また
はファームウェアで実施することができる。コンピュータ可読媒体の例は、（有線接続ま
たは無線接続を介して送信される）電子信号と、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内
蔵ハードディスクおよび着脱可能ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－
ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体などの、しかしこ
れらに限定されない、他の媒体とを含む。ソフトウェアと連携するプロセッサは、ＷＴＲ
Ｕ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおいて使用する無
線周波数送受信機を実施するために使用することができる。
【００７４】
　実施形態
　１．無線通信において使用するための方法であって、
　制御および／または管理情報を送信および／または受信するステップ
　を備える方法。
　２．制御および／または管理情報は、１つまたは複数のＶＨＴ機能に関連する、実施形
態１に記載の方法。
　３．制御および／または管理情報は、送信電力制御、受信電力制御、時間同期、周波数
同期、周波数オフセット推定、リソース割り当て、ＯＦＤＭＡサブチャネル割り当て、Ｃ
ＳＩフィードバック、ビームフォーミング、リンクアダプテーション、アンテナ選択イン
デックス、マルチチャネル送信、ＭＵ－ＭＩＭＯ、グループ割り当て、ＲＤＧパラメータ
、アクセスカテゴリ制約、通信キャリブレーションを含む１つまたは複数の機能に関連す
る、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　４．制御および／または管理情報は、最大、最小、現在、または瞬間送信電力情報、送
信電力のレベル変化またはステップ変化についての情報、チャネルおよび／または帯域幅
構成に関連する周波数情報、測定についてのタイムスタンプおよびタイマ、情報有効性に
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ついてのタイマ、ならびに／または電力もしくは電力パラメータを変更する時刻などのタ
イミング情報、許可されたチャネル、帯域幅、および／または電力レベルを記述する規制
情報、送信電力制御情報を求める要求、リンクマージン測定情報、あるいは、経路損失測
定情報のうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
　５．制御および／または管理情報は、チャネルおよび／または帯域幅構成に関連する周
波数情報、測定についてのタイムスタンプおよびタイマ、情報有効性についてのタイマ、
ならびに／または電力もしくは電力パラメータを変更する時刻などのタイミング情報、許
可されたチャネル、帯域幅、および／または電力レベルを記述する規制情報、あるいはＥ
Ｄ／ＣＳ／ＣＣＡメカニズムとともに使用する、規則、パラメータ、設定、表示、および
測定値の形式を取る受信電力制御情報のうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前
記実施形態のいずれかに記載の方法。
　６．制御および／または管理情報は、送信時間同期情報を求める要求、送信時間同期情
報を求める要求に関連する制御パラメータ、送信時間同期補正情報レポート、または送信
時間同期補正情報レポートに関連する制御パラメータのうちの１つまたは複数に関連する
情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　７．制御および／または管理情報は、周波数オフセットを求める要求、周波数オフセッ
ト情報を求める要求に関連する制御パラメータ、周波数オフセット推定レポート、周波数
オフセット推定レポートに関連する制御パラメータのうちの１つまたは複数に関連する情
報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　８．制御および／または管理情報は、アップリンクＯＦＤＭＡサブキャリア割り当てを
求める要求、アップリンクＯＦＤＭＡサブキャリア割り当てを記述する情報、またはＷＴ
ＲＵが使用することを許可されたアップリンクサブキャリアのインデックスを示す情報の
うちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　９．制御および／または管理情報は、ダウンリンクＯＦＤＭＡサブキャリア割り当てを
求める要求、ダウンリンクＯＦＤＭＡサブキャリア割り当てを記述する情報、またはＷＴ
ＲＵが使用することを許可されたダウンリンクサブキャリアのインデックスを示す情報の
うちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　１０．制御および／または管理情報は、ＣＳＩフィードバックを求める要求、ＣＳＩフ
ィードバックを求める要求に応答したＣＳＩレポートのうちの１つまたは複数に関連する
情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　１１．制御および／または管理情報は、圧縮もしくは非圧縮ビームフォーミングフィー
ドバックを求める要求、圧縮もしくは非圧縮ビームフォーミングフィードバック情報を含
むメッセージ、圧縮ビームフォーミングレポート、または非圧縮ビームフォーミングレポ
ートのうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方
法。
　１２．制御および／または管理情報は、アンテナ選択インデックスフィードバック要求
、またはアンテナ選択インデックスレポートのうちの１つまたは複数に関連する情報を含
む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　１３．制御および／または管理情報は、リンクアダプテーションのために使用できる通
信パラメータを求める要求、サウンディングパケットを送信するように求める要求を示す
トレーニング要求、変調符号化セット（ＭＣＳ）フィードバック要求、データレートフィ
ードバック要求、ＭＣＳフィードバックのためのシーケンス番号もしくは識別子、送信／
受信アンテナ選択要求、送信／受信アンテナトレーニング制御情報、サウンディングパケ
ット、ＭＣＳフィードバック応答レポート、データレートフィードバックレポート、また
は送信／受信アンテナ選択レポートのうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記
実施形態のいずれかに記載の方法。
　１４．制御および／または管理情報は、並列チャネル送信に関連する同期情報、並列チ
ャネル送信に関連するリンクアダプテーション情報、並列チャネル送信に関連するＭＣＳ
フィードバック要求、または並列チャネル送信に関連するＭＣＳフィードバック応答のう
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ちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　１５．制御および／または管理情報は、アップリンクもしくはダウンリンクにおけるＭ
Ｕ－ＭＩＭＯ通信に関連する肯定応答メカニズムもしくはパラメータ、アップリンクもし
くはダウンリンクにおけるＭＵ－ＭＩＭＯ通信に関連するリンクアダプテーションパラメ
ータ、またはアップリンクもしくはダウンリンクにおけるＭＵ－ＭＩＭＯ通信に関連する
チャネルサウンディングメカニズムパラメータのうちの１つまたは複数に関連する情報を
含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　１６．制御および／または管理情報は、ＲＤＧグラント表示、または持続時間情報を含
むＲＤＧグラント表示のうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のい
ずれかに記載の方法。
　１７．制御および／または管理情報は、アップリンクもしくはダウンリンクにおけるＯ
ＦＤＭＡ通信のためのＲＤＧグラントを示す情報、アップリンクもしくはダウンリンクに
おけるＯＦＤＭＡ通信のためのＲＤＧグラントに関連する時間同期のための制御パラメー
タ、またはアップリンクもしくはダウンリンクにおけるＯＦＤＭＡ通信のためのＲＤＧグ
ラントに関連する周波数オフセットおよび／もしくは電力制御に関連する制御パラメータ
のうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　１８．制御および／または管理情報は、データフレームを任意のトラフィック識別子（
ＴＩＤ）から送信できるようにするＲＤＧグラントを示す情報、指定されたアクセスカテ
ゴリに属し、特定の媒体アクセスもしくは送信プライオリティを有し、または一定のデー
タタイプに対応するデータフレームだけを送信できるようにするＲＤＧグラントを示す情
報、あるいは現在のパケットに続くさらなるパケットが予想されるかどうかを示すＲＤＧ
応答側情報のうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
　１９．制御および／または管理情報は、キャリブレーションの開始の表示、キャリブレ
ーションサウンディング応答の表示、キャリブレーションの終了の表示、またはキャリブ
レーションシーケンス識別子のうちの１つまたは複数に関連する情報を含む、前記実施形
態のいずれかに記載の方法。
　２０．制御および／または管理情報は、グループに含まれるための要求としての、グル
ープ割り当てを求める要求、グループ割り当て情報、グループ割り当て情報のうちの１つ
または複数に関連する情報を含み、グループ割り当て情報は、ＷＴＲＵが割り当てられた
グループを識別するグループ識別子またはアドレスを含む、前記実施形態のいずれかに記
載の方法。
　２１．制御および／または管理情報は、グループ割り当てに関連する情報を含み、グル
ープ割り当ては、ＭＵ－ＭＩＭＯ、ビームフォーミング、ＯＦＤＭＡ、マルチキャスト、
または電力節約を含む１つまたは複数の機能に基づく、前記実施形態のいずれかに記載の
方法。
　２２．制御および／または管理情報は、
　１つもしくは複数の物理レイヤメッセージ内の１つもしくは複数のフィールド、
　１つもしくは複数のＭＡＣレイヤメッセージ内の１つもしくは複数のフィールド、およ
び／または
　１つもしくは複数の上位レイヤメッセージ内の１つもしくは複数のフィールド
　のうちの１つまたは複数に含まれる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　２３．制御および／または管理情報は、ＭＡＣフレーム内に含まれる、前記実施形態の
いずれかに記載の方法。
　２４．制御および／または管理情報は、ヘッダと、フレーム本体と、ＦＣＳフィールド
とを含む、ＭＡＣフレーム内に含まれる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　２５．制御および／または管理情報は、ヘッダを含む、ＭＡＣフレーム内に含まれ、ヘ
ッダは、シーケンス制御フィールド、ＨＴ制御フィールド、ＶＨＴ制御フィールド、フレ
ーム制御フィールド、持続期間／ＩＤフィールド、またはアドレスフィールドのうちの１
つまたは複数を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
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　２６．制御および／または管理情報は、ヘッダを含む、ＭＡＣフレーム内に含まれ、ヘ
ッダは、フレーム制御フィールドを含み、フレーム制御フィールドは、プロトコルバージ
ョンフィールド、タイプフィールド、サブタイプフィールド、ＤＳへフィールド、ＤＳか
らフィールド、さらなるフラグメントフィールド、リトライフィールド、電力管理フィー
ルド、さらなるデータフィールド、保護フレームフィールド、または順序フィールドのう
ちの１つまたは複数を含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　２７．制御および／または管理情報は、メッセージ内に含まれ、メッセージは、物理レ
イヤメッセージ、ＭＡＣフレーム、または上位レイヤメッセージであり、メッセージは、
制御および／または管理情報がメッセージ内に含まれることを示す１つまたは複数のフィ
ールドを含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　２８．制御および／または管理情報は、メッセージ内に含まれ、メッセージは、物理レ
イヤメッセージ、ＭＡＣフレーム、または上位レイヤメッセージであり、メッセージは、
ＶＨＴ制御および／またはＶＨＴ管理情報がメッセージ内に含まれることを示す１つまた
は複数のフィールドを含む、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　２９．制御および／または管理情報は、ＭＡＣフレーム内に含まれ、ＭＡＣフレームは
、アクションフレーム、制御フレーム、または管理フレームである、前記実施形態のいず
れかに記載の方法。
　３０．制御および／または管理情報は、ＭＡＣフレーム内に含まれ、ＭＡＣフレームは
、制御ラッパフレームである、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　３１．制御および／または管理情報は、ヘッダと、本体とを含む、ＭＡＣフレーム内に
含まれ、制御および／または管理情報は、ＭＡＣフレームのヘッダ内に含まれ、および／
またはＭＡＣフレームの本体内に含まれる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　３２．制御および／または管理情報は、ＭＡＣフレーム内に含まれ、ＭＡＣフレームは
、アクションフレームであり、アクションフレームは、カテゴリフィールドと、アクショ
ンフィールドとを含み、制御および／または管理情報は、アクションフィールド内に含ま
れる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　３３．制御および／または管理情報は、ＭＡＣフレーム内に含まれ、ＭＡＣフレームは
、アクションフレームであり、アクションフレームは、スペクトル管理アクションフレー
ム、サービス品質（ＱｏＳ）アクションフレーム、パブリックアクションフレーム、ＨＴ
アクションフレーム、またはＶＨＴアクションフレームである、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
　３４．制御および／または管理情報は、１つまたは複数のＶＨＴ制御フィールド内に含
まれる、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　３５．制御および／または管理情報の送信および／または受信は、ＩＥＥＥ　８０２．
１１ａｃ技術に基づいた無線ネットワークを介して実行される、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
　３６．制御および／または管理情報の送信および／または受信は、ＩＥＥＥ　８０２．
１１ａｄ技術に基づいた無線ネットワークを介して実行される、前記実施形態のいずれか
に記載の方法。
　３７．制御および／または管理情報は、ＢＳＳ内および／またはＥＳＳ内で送信および
／または受信される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　３８．制御および／または管理情報は、中継通信の状況下で、送信および／または受信
される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
　３９．制御および／または管理情報の送信および／または受信は、ＷＣＤＭＡ技術、Ｈ
ＳＰＡ技術、ＨＳＰＡ＋技術、Ｅ－ＵＴＲＡ技術、ＬＴＥ技術、ＬＴＥ－Ａ技術、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１６技術、ＣＤＭＡ２０００技術、ＩＳ－２０００技術、ＧＳＭ技術、ＧＥ
ＲＡＮ技術、ＭＢＭＳ技術、ＭｅｄｉａＦＬＯ技術、ＤＶＢ－Ｈ技術、ＡＴＳＣ－Ｍ／Ｈ
技術、ＤＴＭＢ技術、ＩＥＥＥ　８０２．１５技術、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ技術、ＩＥＥＥ
　８０２．１１ｇ技術、またはＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ技術のうちの１つまたは複数に
基づいた無線ネットワークを介して実行される、前記実施形態のいずれかに記載の方法。
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　４０．実施形態１～３９のいずれか１つの方法を実行するように構成されたＷＴＲＵ。
　４１．ＷＴＲＵは、１つまたは複数の送受信機を含み、１つまたは複数の送受信機は、
制御および／または管理情報を送信および／または受信するように構成される、実施形態
１～３９のいずれか１つの方法を実行するように構成されたＷＴＲＵ。
　４２．ＷＴＲＵは、１つまたは複数の送受信機を含み、１つまたは複数の送受信機は、
制御および／または管理情報を送信および／または受信するように構成され、ＷＴＲＵは
、ＡＰである、実施形態１～３９のいずれか１つの方法を実行するように構成されたＷＴ
ＲＵ。
　４３．ＷＴＲＵは、１つまたは複数の送受信機を含み、１つまたは複数の送受信機は、
制御および／または管理情報を送信および／または受信するように構成され、ＷＴＲＵは
、ＡＰでない、実施形態１～３９のいずれか１つの方法を実行するように構成されたＷＴ
ＲＵ。
　４４．実施形態４０のＷＴＲＵ、実施形態４１のＷＴＲＵ、実施形態４２のＷＴＲＵ、
または実施形態４３のＷＴＲＵのうちの１つまたは複数を含む無線通信システム。
　４５．少なくとも１つのプロセッサによって実行されたときに、少なくとも１つのプロ
セッサに、実施形態１～３９のいずれか１つの方法を実行させる、プロセッサ実行可能命
令が記憶されたコンピュータ読取り可能媒体。
　

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月5日(2012.7.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において使用する方法において、
　第１の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームを、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０
２．１１ネットワークを介して、第２のＷＴＲＵに送信するステップであって、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、前記第２のＷＴＲＵと通信を同期させる要求であり、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、時間同期パラメータおよび周波数オフセットパラメー
タを含む、
　送信するステップと、
　第２のＭＡＣフレームを、前記ＩＥＥＥ　８０２．１１ネットワークを介して、前記第
２のＷＴＲＵから受信するステップであって、前記第２のＭＡＣフレームは、前記第１の
ＭＡＣフレームに応答したものである、受信するステップと、
　前記時間同期パラメータおよび前記周波数オフセットパラメータに基づいて、前記第２
のＷＴＲＵと、前記ＩＥＥＥ　８０２．１１ネットワークを介した通信を同期させるステ
ップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のＭＡＣフレームまたは前記第２のＭＡＣフレームは、アクションフレームで
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あることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＷＴＲＵは、アクセスポイント（ＡＰ）であることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　第１の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームを、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０
２．１１ネットワークを介して、第２のＷＴＲＵに送信し、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、前記第２のＷＴＲＵと通信を同期させる要求であり、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、時間同期パラメータおよび周波数オフセットパラメー
タを含み、
　第２のＭＡＣフレームを、前記ＩＥＥＥ　８０２．１１ネットワークを介して、第２の
ＷＴＲＵから受信し、前記第２のＭＡＣフレームは、前記第１のＭＡＣフレームに応答し
たものであり、
　前記時間同期パラメータおよび前記周波数オフセットパラメータに基づいて、前記第２
のＷＴＲＵと、前記ＩＥＥＥ　８０２．１１ネットワークを介した通信を同期させるよう
に構成された送受信機
　を備えたことを特徴とする無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）。
【請求項５】
　前記第１のＭＡＣフレームまたは前記第２のＭＡＣフレームは、アクションフレームで
あることを特徴とする請求項４に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記第２のＷＴＲＵは、アクセスポイント（ＡＰ）であることを特徴とする請求項４に
記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）において使用する方法であって、
　第１の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームを、電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０
２．１１ネットワークを介して、第２のＷＴＲＵから受信するステップであって、
　　前記第１のＭＡＣフレームは、リンクアダプテーション情報を求める要求である、
　受信するステップと、
　前記第１のＭＡＣフレームに応答して、第２のＭＡＣフレームを、前記８０２．１１ネ
ットワークを介して、前記第２のＷＴＲＵに送信するステップであって、
　　前記第２のＭＡＣフレームは、ヘッダを含み、
　　前記ヘッダは、前記第２のＭＡＣフレームが超高スループット（ＶＨＴ）フレームで
あることを示すビットを含む、制御フィールドを含み、
　　前記制御フィールドは、ＶＨＴリンクアダプテーション情報を含む、
　送信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記ＶＨＴリンクアダプテーション情報は、前記ＷＴＲＵによって使用されるＶＨＴ変
調符号化セット（ＭＣＳ）を示す情報を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＶＨＴリンクアダプテーション情報は、前記ＷＴＲＵのＶＨＴデータレートを示す
情報を含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＭＡＣフレームは、データフレームまたは管理フレームであることを特徴と
する請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のＭＡＣフレームは、制御フレームであることを特徴とする請求項７に記載の
方法。
【請求項１２】
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　前記第２のＭＡＣフレームは、制御ラッパフレームであることを特徴とする請求項１１
に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＶＨＴリンクアダプテーション情報は、グループ識別子を含むことを特徴とする請
求項７に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＶＨＴリンクアダプテーション情報は、帯域幅情報を含むことを特徴とする請求項
７に記載の方法。　
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